
Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本家政 学会誌　Vol．52　No，9　801〜809 （2eOl＞

繭 ・米の 「生産費」調査統計へ の 女性労働の 反映

伊 東 瑞 恵 ， 粕谷 美砂子
＊

， 伊 藤 セ ツ
＊ ＊

（群馬県吉井町多胡碑記念館，
＊

昭和女子大学大学院生活機構研究科，

　　　　　　　
＊ ＊

昭和女子大学女性文化研究所）

原稿受付平成 12年 10月 5 日 ；原稿受理平成 13年 7 月 6 日

“ The　Sur▽ey 　of 　Production−Costs　for　Cocoons　and 　Rice” by 　the　Ministry　of

　　　　　　　　 Agriculture　and 　Wemen 　Farmerls　Werk

Mizue　ITo
，
　Misako　KAsuYA＊ and 　Setsu　ITo＊ ＊

　　　 Tagohi　Kinenhan　Museum 　in　Yoshii　Town，
　y∂駒 伽 α醐 ，

　Gunma 　370−2107
＊
　Graduate　School（〜f　Human 　Life　Sciences　（Doctoral　Course），5加 wa 　PVomeガ ∫ ｛fniversiり 

　　　　　　　　　　　　 Setagaンa卿ku，　Tok［yo　154−8533
＊ ＊ Instituteげ Wome ガ 3　C雌 鷹 ，　Showa 　Women

’
s　University，　Setagaya−ku，　Tokyo　154−8533

　The　purpose　of 　this　study 　is　to　observe しhe　s壌 しisしical　change 　of 　the　relationship 　between　women 　and

sericulture 　which 　has　heretofore　been　believed　very 　cbse 　in　the　study 　of　folklore　as 　well 　 as　history、

The　data　studied 　wvere
‘
℃ ocoon 　Production　Cosゼ and

」‘Rlce　Production　Cost” published　by　the　M 量rlistry

of 　Agriculture
，
　Forestry　and 　Fisheries　of 　Japal1．Th 巳 results 　are 　as 　foHQws：

　 1）The 　Cocooll　Producしiorl　Cosむ shows 　the　div重sion 　 of　work 　per　process： the　toむal　worklng 　hours　of

men 　and 　women 　as　wel 　as　the　hours　put　in　only 　by　women ，　while ，　 on 　the　 other 　 hand，　 the　 Rice
Produc廿on 　Gost　shows 　no 　division　of 　work ．

　2）The 　hours　put　in　by　women 　in　 serieulture 　 are 　IQnger　than 　by　men ，しhe　fact　 of 　which 　is　quite

contrary 　to　the　case 　of　rice　farming、　It　should 　be　pointed　out しhat　women 　specialize 　in　the　process　of

raising 　silkwr 〕rm ．

　3）Mechanization　of　farminSs　has　helped　reduce 　working 　hours　of　sericulture ，　and 　wnmen
’
s　working

hours　have　been　reduced 　accord 正ngly ，

　The 　women 　engaged 　in　sericul しure 　may 　be　called 　sericulture 　experts ．　Those 　administra 七ive　divisions

related　to　sericulture 　should 　realize　the　important　roles　played　by　women ，　and 　extend 　assistance もo　the

women 　engaged 　in　serlculture ，　especially ，
　promoting　women

｝
s　en 七repreneurship ．

　　　　　　　　　 　　　　　（Received　Oc朕）ber　5，2000；Accepted　in　revised 　form　July，6，　2001）
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女性，cost 　 of　production　生産費，　 coco 。 n 　繭，　 rice 　米，

　1．緒　　言

　養蚕 と女性が密接 な関連にある こ とを示す習俗は，

各種紹介 され て い る ．群馬県教育委員会 （197ユ）は，

養蚕の守 り神 「オ シ ラ様は ，蚕影 さ ん ともい い ，女の

神で蚕の 神様で ある ．水上町で は 旧二 月二 十五 日が コ

ガワ察で
， 回 り番の宿に

一
戸
一

人女衆 が 集まっ て 祭 り，

飲み食い する」行事を記録した．嶌村と板橋 （1982）
は 「嫁を もら っ た年に蚕が 当た る と，良い 嫁 ゴ が来た

な ど と喜 ん だ が ，は ず れ る と 『は ず れ 嫁 ゴ 」な ど と い

われた．伊勢崎市稲荷町 で は
， 女衆 の こ とを俗 に 『カ

イ コ 神様』な ど と い っ た」 と述 べ ，網野 （1999）は

「史料 を見て い きます と，農業は男，養蚕は女性 とい

う，ジェ ン ダ
ー

に よ る分業が きわ め て 早 くか ら
， 動 か

し難 く確立 し て い る こ とに気が つ きます」 と い っ て い

る．

　農業経済学 に お い て も養蚕業に閧する研究は多数あ

り， 通史 的な もの に も記述 がみ られ る （荒木 1996；

暉峻 1996），しか し，従 来 の 農業経済研究で は女性に

関して は ，家内 ・工場 を含め，製糸業，機業を対象と

し，農家の女性の 養蚕労働に焦点を定め た もの は ない ．
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　本研究 の 目的は ， 第 1に民俗 学 ・歴 史学 で は 通説 と

され て きた女性と養蚕労働の 関わ りを男女別作業労働

時間量 と機械 の使用時間量 の 推移 を含め て，統計数値

に よ っ て実証する こ と，第 2 に養蚕の女性労働の 統計

的推移 を米作に おけ る女性の 場合と対比する こ と
， 第

3 に，ジ ェ ン ダ
ー

に 区分 しが たい と い わ れて い る 農業

統計の ジ ェ ン ダー統計研究 （粕谷 1999）
’ 1

を新たな視

点か ら深 め る こ と で ある ．

　こ の こ とに よ っ て ，本研究 は ， 最近農林水産省 な ど

に よっ て普及推進 され て い る農家 の 家族経営協定締結

や国際的に も課題とされ て い る農村女性の労働評価に

1つ の 示唆を与 える こ とに役立 つ もの で ある ．

　2．方　　法

　方法は ，農林水産省経済局統計情報部 の 「繭生産費」

調査 を用 い る ほ か ， 養i蚕農 家及 び 統計関係者 へ の 聞 き

取 りも行 っ た．対比する米に つ い て は 「米及び麦類 の

生 産費」調査中 の 労働時間部分 を用 い
， 同 じ く統計関

係者 へ 聞 き取 りを した．上記農産物生産費調査は，他

の 先進諸 国 で は ほ と ん ど 例 をみ ない とい わ れ て い る

（吉 田 1987）．繭生 産費調査 は，そ れ独 自 と して は

1888年か ら 1997年まで 行われた．こ の こ とは，明治，

大正，昭和 を経 て 平成 9 年まで の 109 年間に も及ん で

い る こ とを意味 して い る．一
方米及 び麦類 の 生産費調

査は，1922年か ら現在 も行われ て い る．

　繭生産費調査に つ い て は
， 男女の作業別労働時間が

確認 で きた 1957年以降 を用 い ，1960年か らは 5年ご

とに取 り上げた，一
方米及 び麦類 の 生産費調査は

， 販

売農家に お ける男女別労働時間が確認で きた 1951年

か ら 1997年まで の毎年を用い た．

　本報告で は
， 主に繭生産費調 査を問題 とする が

， 作

目の違 い に よる男女の労働時間 の 特徴 もみ るため ， 米

の 生産費調査 を比較の ため用 い ，考察す る．米 と比較

す る の は
， 繭の 販売農家は 同時に米の販売農家で もあ

る こ と が多い た め で ある ．1985年，1990年，ユ995年

の 「農業 セ ン サ ス 」 の 養蚕農家 の 販売 金額 をみ る と，

養蚕が第 1位の 場合は稲作 と，稲作が第 1位 の 場合 は

養蚕との組合わせが最 も多 くな っ て い る
＊’Z
，

　農林水産省は ，1998年産 で は 「米及び麦類 の 生 産

＊11998
年 5月 31 日   日本 家政 学会第 50 回大会に お い

　 て 粕谷 らが 「「1995年農業セ ン サ ス 』の ジ ェ ン ダ
ー

視

　点 か らの 検討
一「第 2巻 農家調査報告書 総括 編 』 を

　 中心 に
一

」と題 し，「農業 セ ン サ ス 」 を ジ ェ ン ダー
統

　 計 の 充 実 度 合 い とい う視 点 か ら報 告を行 っ た．

費」「工 芸農作物等の 生産費」「畜産物生 産費」「農業

組織経営体 の 生産費」 「農業生産組織の 生産費」「野菜 ・

果樹 品 目別統 計」調査 ，計 6 種類 に つ い て 行 っ て い

る
＊3．生 産費調査の 目的は，政府買入価格の算定，生

産対策及 び経営改善の 基礎資料を得る ため で あ る．

　3．資　 料

　本報で筆者 らが用 い た 2 つ の 「生産費」調査 の うち

「繭生廳費」調査は，1888年に は 「蚕桑業損益調査」

と呼ば れ て お り，主と して経営改善の 資料提供 として

行われ た．1937年，糸価 の 暴落 を防止す る糸価 安定

施設法が 制定され
， そ の 資料 とする 目的が加わ っ た．

対象は
， 蚕 を飼育 し た農家で ある ．調査に近い 年 の 農

業セ ン サ ス 結果に よる全国の養蚕農家数を飼 育規模別

に分け，標本数を決める．こ れ を，各都府県の飼育規

模別農家数の 分布に合わせ
， 標本数を配分する．標本

農家 を，該当する抽 出階層か ら任意に選定する．農家

は所定 の 記録簿 に，労働時間等 を自計 申告 し，統計情

報部の 職員に よ る面接調査を併用する．

　調査期間は，前年の収繭後か ら調査年の 収繭が終わ

る ま で の 1 年間 で
，
11 月 1 日 か ら le 月 31 日まで で

ある．

　
一

方，米生 産費統計調査 は，1921年の 米穀法の 制

定 を契機 と して ， 1922年か ら帝 国農 会に よ り開始 さ

れた．1932年か らは，農林省米穀局 にお い て 実施 さ

れ て い る．そ の後 も調査 は，食糧管理局や農林省統計

調査局に移管さ れ て実施 され て きた．調査体系や 調査

方法， 調査農家数等は，今 日に 至 る まで幾度 も稲作 を

め ぐる 情勢 の 変化 に 対応す る よ うに 見直 さ れ 改 正 され

て きて い る．

　調査対象は，1990年世界農林業 セ ン サ ス で 定め る

「米販売農家」を母集団 と し， 全国水稲作付規模別販

売農家 数を基に標本数が配分 され て い る ．調査農家の

紹

養蚕 農 家 の 販売 金 額 が 上 位 の 組 含 わ せ をみ る と，養

　 蚕 と稲作 を 組 み 合 わ せ て い る 農家数 は 85 年 48，　302

　戸 （次 に多い の は 養蚕 の み の 農家 17，009戸 ） で あ り，
　 90 年 に は 23，　723 戸 （次位 は 同 じ く養蚕 の み の 農家

　 7，809 戸），95 年 は 7，468 戸 （次 位 は養 蚕 の み の 農 家

　 2，566 戸 ） で あ る （農林水 産省経済局統計情 報部

　 1985，　1990，　1995）．
＊3

例 え ば 「野菜
・
果樹品 目 別統計」 の 調 査対象は ，野

　菜 で は き ゅ う り，トマ ト，な す，ピーマ ン 等 16品 目

　 で ，果樹で は りん ご，み か ん，ぶ ど う等 17 晶目で あ

　 る．こ れ ら作 目 は 調査年 ， 地域 に よ っ て 変化す る．

　 例 え ば 群 馬 県 で は 「こ ん に ゃ く芋 生 産 費」 調 査 を行

　 っ て い る，
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繭
・
米 の 1生 産費」調査統計へ の 女性労働 の 反映

表 1．　 「繭生産費」調査作業分類
一

覧表

作　業　区　分

栽桑作業　春刈 り・枝条整理 及 び株直し

　　　　 耕うん ・施肥 及び中 耕除 草

　 　 　 　 桑 園 防 除

　　 　　 桑園管理

こ とは，女性の養蚕主導者と して の性格を示 して い る．

「繭生産費」調査結果表の 表頭 の 表示 は，養 蚕労働 に

占 め る こ うした 女性 の 立場 を反映 して い る ．

養蚕作業　　準イ蓆イ乍業

　　　　 摘桑及び条桑刈 り取 り

　　 　　 飼 育 （防 除 を含 む ）

　 　 　 　 上 ぞ く

　　 　　 収繭 （毛 羽取 り，選別 を含む ）

　　 　　 後 か たづ け等

生 産管理労働

出典 ：農林水産省経済局統計情報部 （1997）

『平成 7年蔭 繭生 産 費』，p、11よ り．

抽出方法，調査期間，調査方法は，「繭生産費」調査

と類似 し て い る．

　4．「繭生産 費」調査統計 に みる女性労働 の 反映

　 と こ ろ で，養蚕労働の作業別区分は 「栽桑」 と 「養

蚕」に二 分 され る （表 1），

　 繭生産費調査 の 結果表 の
一

部 を表 2 に 示す．繭生産

の すべ て の 労働の プ ロ セ ス に お い て総労働時間合計と

「女性一1だけの 労働時間が示 さ れ て い る ．男性の 数値

は 引き算を しなけ れ ば得ら れ な い ．こ うした女性 の み

が取 り出された表示は農業統計で はまれな もの で ある．

結果 表を検討する こ とに よ っ て 次 の こ とが分か っ た．

　上 繭 （製糸原料に適合す る 普通繭）100 キ ロ グ ラ ム

を生産する た め の労働時間 に おい て，各作業に男女と

も従事 し，総労働時 間は年を追 っ て 減少 して い る．男

女別で み る と，図 1一ユの よ うに女性の 方が長 い 結果 と

な っ て い る．作業区分で 見る と，まず 「栽桑」で は 図

1−2 の よ うに男性 が
， 女性 よ りもや や長 くな っ て い る ．

次 に 「養蚕1 で は
， 図 1−3 の よう に，かな り女性が長

くな っ て い る．

　養蚕は，蚕の成長段階に応 じて
， 飼育環境を常に適

正 に保つ 必要が ある．各都府県養蚕連合 会
・
農業協同

組合が養蚕農家 に 配布する 「飼育標準表」 に そ っ て ，

温度 ， 湿度 ， 換気 ， 清 潔さに 配慮 して い く．桑 の 葉の

質は，蚕 の 健康や作 る繭に 大 き く影響す る．また，病

気の 蚕 や 糸 を吐 き始め る 蚕 を他 と見分 け，す ばや く対

応す る技術 も必要で ある ．

　養蚕労働で ，女性が 重要な蚕の 「飼育」作業 を担う

　5．繭及び米生産費調査統計に み る女性労働の比較

　前述 し た と お り， 独 自 の 繭 生 産費調査 は 1997 年を

もっ て 廃 止 された （1995年産か ら 「農業経営統計調

査」 に 統合）が，今後も続 くこ とが予測 さ れ る米生産

費調査統計 に立ちか えり2 つ の生産費調査統計を比較

する．

　「米及び麦類 の 生 産費」の 米の 作業別労働時間に は

性別の 表記はな く，作業全体の投 ド労働時間 に の み男

女 の 区分が併記 さ れ て い る
料

（表 3）．米 の 生 産 の た め

の 総労働時 間は女性 の 方が短 くな っ て い る （図 2−1）．

　米生産費調査 で は，図 2−1 に示す とお り，機械化等

に よ り，総労働時間は年々 減少 して い る．「米作労働

時間 の 男 女比率の推移」 （図 2−2）をみ る と，1960年

代初頭 か ら 1970 年代初頭 くらい まで は，男性 と女性

の 労働時間は ほ ぼ半 々 で ある．こ れ は ，1950年代半

ばか ら 70 年代は じめ の ，農家の 男子青壮年層が 農外

就業する こ とが 多 くなっ た 時期 と・…
致す る，農業就業

人 口 の 6割が女性 で ある とい われ て い るなか，米穀類

の 生産に携 わる女性 の 労働時間は減少 して い る．ただ

し，どの 労働プ ロ セ ス で 男女の 作業時聞の 比率 に変化

が 起きた か は，平成 6年産まで の 生 産費統計 で は把握

可能 で あるが，平成 7年産以降の 統計で は養蚕の よう

に は分か らな い ．全体の農業労働時間が 減る 中で男性

の 比率は高ま っ て い る．

　ま た
，
ig98年 の 粕谷 ら の 報告 で は 1農 業 セ ン サ ス 」

統計結果表 の 男女別 区分 の 表示が不 レ分 で あ り，男性

労働力を重視 した製表 とな っ て い て ，女性労働力を補

助的に しか捉えて い な い こ とを反映 して い る とい う結

果が得 られ て い た ．

　養蚕業で 女性は繭，生糸，織物の 生産や 出荷に責任

を持ち，自由裁最とな る 金銭を得て い た と各市町村誌

等で は紹介され て い る．農業統計で も繭生産費調査で

は
， 女性 の 労働 時間が長 い こ とが明 らか とな っ た．こ

れ らの 点か ら養蚕 にお い て は女性が ・i三導者とい え る．

　つ まり繭 の 生産費調査 で は ，米の そ れ とは異な り，

（803）

’n

「農業経営統計調査報告」 の 統 計 結 果 表 の 投 下労 働 時

　問 は 表 3 に 示 す よ うに 男 女 に 区 分 され 表記 され て い

　 る が，巻末 の 参考 と して 掲載 され て い る 累年統計表

　 の 労働時間は 「うち， 男」と表示 さ れ て お り，女性

　 の 数値 は 引 き算 を しな け れ ば な らな い ．
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時間 　 巳an7006005004

σo300200100oISj7

　　　　 1geo　　　　 lge5　　　　 T970　　　　 1915　　　　 1980　　　　 糟 a5　　　　 1990　　　　 19S5

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 年

図 1−1．総労働時間の 推移 （、ヒ繭 100k9 当た り）

時間　 Lso 厂
一・一

Iso 　

1dO　

t20　

100BDfiOc

°

20o

一

「

1951 　　　 　　　 1950 　　　　 　　 1966 　　　 　　　 1970 　 　　　　 　1＄了5　　　　 　　 LgSO 　　 　　　　 19B5 　　　 　　　 澗99D 　　　 　　　 l995

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 年

図 1−2．栽桑労働時問の 推移 （上繭 100k9 当た り）

時間　 600〔一一一一t』『 一一一．一 ’tt．｝

500

20e

100

　 　 　 　 　 0
　 　 　 　 　 　 　 195T 　　　　 　　 1960 　 　　　　 　1965 　　　　 　　 1970 　　　 　　　 1975 　 　　　　 　 鰯980 　 　　　　 　 1965 　　　　 　　 1990 　　　 　　　 1995

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 年

　　　　　　　 図 1−3．養蚕労働時間の推移 （上繭 100k9 当た り）

図 1−1，1−2，1−3出典 ：農林省農林経済局統計調査部 （1958）『昭 和 32年産繭生産費調査成

績』p ．103，（ユ961）『貂和 35年産繭生産費調査成績』p ．140，（1968）『昭和 41年産繭生産

費』pp．88−89，（1972）「昭和 45 年 産 繭生 産 費調 査報告』pp．50−53， （1977）『昭和 50 年産

繭生 産費調査報告』pp．30
−31

， 農林水産省経 済 局 統 計 情 報 部 （198ユ）「昭和 55年産繭生 産

費調査報告』pp．28−29，（1986）『昭 和 60年産繭生 産費調登報告』pp．30−31，（1991）『平成

2 年産繭生 産費調査報告』pp．30−31，（1997＞『平成 7年産繭生産費』pp．28−29 よ り作成．
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表 3，「米生産費」調査 の 表側 にみ る労働時間 の男女

　　　別表示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位 ：時間

区 　　分

投下労働時間 （10a当た り）

　家族

　雇用

全国

直接労働時間

　家族

　　男

　　女

　雇用

　　男

　　女

間接労働時間

　　男

　　女

養蚕と女性の 関わ りが 明確に 反映 され る 結果 にな っ て

い る．養蚕の女性労働が，統計に より，目 に見える形

で 表 され る こ とか ら も，養蚕 と女性の 密接な関係が再

確認された．

投下 労働時間 （60kg 当た り）

（省略 ， 上記 10a 当た りの 投下労働時問

の 内訳 と 同様）

作業別直接労働時間 （IQa 当た り）

　合計　種子予措

　　　 育苗

　　　 耕起整地

　 　 　 　基 肥

　　　　直ま き

　　　　田植

　 　 　 　追 肥

　　　　除草

　　　　管理

　　　　防除

　　　　刈 取 脱穀

　　　　乾燥

　　　　生 産管理

　　　　　うち集会出席

　　　　　 技術習得

　　　　　 簿記記帳

（以下 省略）

36，7935
．631

，16

と

［35．68134

．5322
．86

　 　 　 111

．67

　 1．15

　 0．71

　 0．44

　 1．11

　 0，881

　 0．23

25

略

略

生

省

省

35．680

．444

，314

．68

上，210

，015

，260

．841

．887

．321

．036

．021

．83

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≦
出典 ：農林水産省経済局統計情報部 （1998）『平成 9年

0．850

，350

，150

．35

産 米及 び 麦類の 生 産費』，「（2＞生 産概要及 び生 産費　ア

全 国 ・農業地 域 別生 産 費 （販 売 農 家 ）　 （ウ）調 査稲作 の

作業別労働時間」，p ．14か ら表側部分 の み
一

部抜粋．

　6．各種生産費調査 に お け る 労働 の 評価 と繭 生産費

　　 統計調査の特徴

　さて ダ 各種生産費調査 で は ，家族労働評価に，従来，

農業臨時雇賃金，農村雇用賃金 をあて は め て い た が
，

1992 （平成 4）年か ら労働省 「毎月勤労統計調査」の

建設業 ， 製造業 ， 運輸
・
通信業 に属する 5〜29 人 規模

の事業所に おける都道府県単位 の 賃金デ
ータ の 男女別

を当て はめ て 用 い る こ とに 変更 され た．こ こ で は 女性

の 平均賃金が低 い の は 当然の こ とで ある．こ の こ とか

ら，女性 の 労働 時間が長 い 養蚕業に お い て は，労働の

評価 は女性 に 引 き付 け られ て 低 くなる．この こ とは ，

繭の 生 産価格を低 い もの に押 しとどめる
一

因となっ た

の で は な い か と推測 さ れ る．しか し，農水省統計 清報

部の 関係者は
， 男女共同参画社会の 実現 とい う流 れ か

ら，1996年，1997年 に国会で も議論され
， 労働省女

性局 とも相談の 上，1998年か らは，男女 の 平均値 を

用 い る こ と にな っ た と説明 して い る
＊ 5．

　養蚕 は，女性が生命を生 み育て る力が蚕の作柄に作

用する とい う信仰 と作業時の 体力的な違 い か ら
， 男女

の役割分業の傾向が見られ る．しか し，良 い 繭を生産

す る に は
， 桑の 栽培 と蚕の 飼育は どち らも重要で ，男

女 ともに参加 して お り， 男女の 協力に よ り成 り立 っ て

い る こ とも事実で ある．

　養蚕 関係に お け る女性の 評価 は，女性が受け継い で

きた蚕飼育の 技術の高 さ，熟練具合，結果と して得 ら

れ る 繭 の 質，及 び それ に 見合 っ た収入 に よ る もの と考

えられ る ，

　 以上 の 点か ら，養蚕労働に おい て 女性 は，家族や地

’ 5
農林水産省統計情報部経営統計課農業経営統計班担

　当者か らの聞 き取 りに よ る．な お つ け 加 えれ ば，「生

　 産費調査 に お け る 家族労働評価等 に 関 す る 研 究 会 」

　 （稲 本 志 良 京 都 大 学 教 授 を座 長 とす る 委員 8 名）の 議

　 事録等 が，農林水 産 省統計情報 部 管轄 の 審議会等 の

　 ホ
ー

ム ベ ージ （http：1／www ．maff ．gojp！www ！counsil ！

　 counsil ．html） に 公開 さ れ て い る．主 な 審議 内 容 は，

　 「生 産費調 査 にお ける 家族労働評価等 の 検討 の 背景」

　 「生 産費調 査 の 基 本 的 な考え方 につ い て 」「家族労働

　 等 の 評価 に 関す る 検討」等 で あ る．こ の 中 に，男 女

同
一

賃 金 に変 更 さ れ た 事実 に つ い て の 記述 が み ら れ

る．
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時 聞
　 　 250

200

150

iOO

鬮 うち、男］
　 　 　 　 　 　 ヨ

翩 （女 ）

＋ 男女 計
．一

50

G

幽 掘 聾 鍵 理 醤 麗 矗 鐸 詳 詩 踞 ♂ 露
．

　　　　　　　図 2−1．米作労働時間 の 推移 （米 IOa 当 た り，販売農家）

％ 　100

80

60

4e

20

　 　 0

　　ボ 粛 避 ボぜ ボ 紳 縛 ボ 調 ボ ず ぷ ♂ ず ボ 漕響 紳 紳 縛 霹 諍 ボ ぜ諍
．

　　　　　　　 図 2−2，米作労働時間 の 男女比率 の 推移 （米 10a 当た り，販売農 家）

出 典 ：農 林 水 産 省 経 済 局 統 計 情 報部 〔1998）1
’
平成 9 年 産 米及び 麦類の 生 産費』pp．358

−364 よ り作 成．凡 例 の

「うち，男」 とは，累年統計表 の 表示 で あり，こ の 数値 は表 3 の 直接労働時間と間接労働 時間 の 男 の 数値 を 足 した

もの とす る．一
方 「女」に関 して は 統計表に表示 が な い た め，投 卜労働時間の 数値か ら，「うち，男」 の 数値 を差

し引 い た も の で あ り，（ ） を付 して 示 した．横軸 に 示す 1985 旧 と は
， 集計対象農家 の 改正 前の 数値で あ り，

1991年，1994年 も同様で あ る ．

域の 人 々
， 統計 関係者 から重要な技術 要員 で あ ると認

識 され て きた の で あ る．

　次 に，農業機械 の 導入 に よ り，養蚕に お ける女性の

労働は どの よ うに 変化 したか をみ た い ．伊東が 1997

（平成 9）年に 群 馬県の ある養蚕農家の 男性 に イ ン タ

ビ ュ
ー

した とこ ろ 1昔 は女の 人の 分担が は っ きりして

い て よ く働 い た が
， 男女 の 分担 は 今 は 特 に ない ．力仕

事も機械がある の で女 の 人 もで きる．農業 で 収入 を得
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る た め に は ，今 は 男 女 と も区別 な くど ん な仕事も し な

くて は な らな い 1 との 答えがか え っ て きた．それ を

「繭生 産費」調査 で 確認す る と，図 1−1 に 示 された と

お り， 機械 の 使用時間 が増加する に つ れ ，養蚕に か け

る 男女 の 労働時間 は差が な くな っ て きた こ とが 分か る．

か つ て 桑園 の 管理 や 蚕 の 飼育技術 の 整備 されない 頃 は，

神頼み とい う面 も強 く，冒頭に示 した，女性が養蚕の

守 り神 とされ て い た こ ともそ の 例で ある ．機械は今ま

で あ っ た信仰や習俗 を変容 させ ，淘汰 して しま うこ と

に な る の だ ろ うか ，養蚕に もつ 女性労働 の 意義は機械

に よ っ て な い が し ろ に さ れ る の か，そ れ とも活躍 の 場

が広が るの か ， 今後明 らか にして い きた い と思 う．

　現在，黄色 な ど の 色 を もっ た 繭 か ら作ら れ た 製品 の

流通 ，
生産地ご との 特徴の ある 繭の ブ ラ ン ド化が進 め

ら れ て い る．こ うし た多様 な取 り組み が軌道に乗 り，

成功 して い くた め に も，養蚕関係政府機閧 は養蚕 に お

ける女性の 役割を再認識す べ きで あ り， 養蚕業を行 っ

て い る女性へ の 起業促進等の 政策的支援，機械化等 に

よ り減少 した 労働 時間 を新た な 活動に振 り向けよ うと

す る活動 へ の 支援が必要 で ある
＊ 6
．しか し， 農業経営

へ の分析視点な しに は論理性 が欠けるの で ，そ の 点に

つ い て は稿をあらた め て論 じた い ．

　7．結　　論

　以上 の結果を次の 4 点に まとめ る．

　第 1 に ，民俗学 ・歴史学で は通説とされ て きた女 性

と養蚕労働 の 関 わ りは 男 女別作業労働時間量の 統計数

値 によっ て 実証 され た ，

　第 2 に ，養蚕 に投下 す る労働時問は，女性 の 方が男

性よ りも長く，米作の女性労働が 男性 よ りも短い こ と

とは相反 して い る．しか し ， 養蚕に おけ る 農業機械の

導入は男女 の 労働時間を減少させ ，そ の 過程 で 女性 の

労働時間の 比 率は低下 した．1997年の 養蚕農家 の 男

性 の イ ン タ ビ ュ
ーか ら は ，農業機械に よ り女性 も体力

を必要 と する作業が可能にな っ た とい う答えを得て い

た．農業機械 の 使用状況 につ い て さ らに検討が 必 要で

ある．

　第 3 に，農業 ジ ェ ン ダ
ー

統計 の 充実度合 い と い う視

’ 6
養蚕 を行 う女性 の 起業，活動促 進 支援 の 例 と して，

　 群馬県 は 群馬県養蚕婦人 ク ラ ブ連合会の 活動 に ，毎

　 年助成金 を交付 して い る．連合会 は 養蚕 の 担 い 手育

　成 を 目 的 に，ユ年 に 数 回研修会 を開 き，会員 は 講師

　 か ら最新技術 の 講習 を受け る．また 繭 の 多目的利用

　 を 図 る た め ，冬 場 に は 繭で 花 や 干 支 の 人 形 を作製す

　 る 繭 ク ラ フ ト作 りを行 っ て い る．

点か ら
， 繭生 産費の労働時間の 製表に女性の 区分 が 明

記 され て い る こ とは評価で きる．粕谷 らの 「農業セ ン

サ ス 」 を用 い た農業ジ ェ ン ダ
ー統計研究は，日本の 農

家の 性別役割分業問題 と関連 して ，ジ ェ ン ダ ー
課題 ，

特に農業全体に お ける女性の貢献度を測定で きない も

の として い る とい う結果を得て い た．しか し，養蚕の

よ うに 女性 の貢献度が高 い 場合 は 女性 の みをク ロ ース

ア ッ プ し，む しろ 男性 の 数値 が得 られな い 統計表 に な

っ て い た．女性の 労働時間 が 長く，そ れ が 重視さ れ て

い れ ば統計結果表に も反映され る場合が ある こ とが 明

らか とな っ た．ジ ェ ン ダ
ー

に 区分 しが た い とい わ れ て

い る農業ジ ェ ン ダー統計研究が新た な視点か ら深め ら

れ た ．

　第4 に ，家族労働評価 に あ て は め る賃金 を
， 従来 の

男女別賃金か ら男女平均賃金 へ と変えた と して も， も

ともとその 賃金 に ジ ェ ン ダ
ー

差がある限 り，架空 の賃

金を用 い た ままで は 問題が残る の は 当然で ある ．こ の

問題 の 方向付 け に 関 して は 今後 の 課題 と して 残 され た．

　お話を聞かせ て い ただ きま した養蚕農家の 方々 に御

礼 申し上 げます．電話に よ る聞き取 りに応 じて くだ さ

い ました 農林水産省統 計情報部経営統計課農業経営統

計班担当者の 方々 に感謝 申し上げ ます．多 くの 資料 を

提供 して くだ さ り
， 貴重 な ご 助言 をい ただきま した，

関東農政局群馬統計情報事務所構造 ・経営統計課課長

補佐飯田邦彦氏 に深 く感謝申し上げます．

　なお，本報告 は 日本家政学会第 52 回大 会 （2000年

6 月）に 口 頭発表 した もの に ，加筆訂正 した もの で あ

る．

　　　　　　　　 引　用　文　献

網野 善彦 （工999）『女性 の 社会的地位再考』，御茶 の 水書房，

　東京，38
荒木幹雄 （1996）「日本 蚕 糸業 発 達 とそ の 基 盤 亅，ミネ ル ヴ

　 ァ 書房，京都

群 馬県教 育委員会 （1971＞『群馬県民俗調査報告書第 13集

　水上 町の 民俗』，群馬県教育委員会事務局，前橋，143
粕 谷美砂 子 （1999）「1995年農業 セ ン サ ス 」 の ジ ェ ン ダー

　視点 か らの 検討
一

「第 2 巻　農家調査報告書　総括編」

　 を用 い て
一，生 活経営学研 究，No ．　34，62−70

農林水産省経済局統計情報部 （1981）『昭 和 55年 産 繭 生 産

　費調 査報告』，   農林統計協会，東京，28−29

農 林 水 産 省 経 済 局 統 計情報 部 （1985）『1985年農業 セ ン サ

　ス 第 6巻経営部門別農家統計報告書第3 集畜産 ・養蚕』，

　働 農林統計協会 ， 東京，795−796

農林水産省経済局統計情報部 （1986）「昭和 60 年産繭生 産

　費調査 報告』，劒 農林 統 計協会，東京 ， 30−31

20 （808）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

繭 ・米の 「生 産費」調査統計へ の 女性労働 の 反映

農 林 水 産 省 経 済局 統 計 情 報 部 （1990）『1990年 世 界農林業

　 セ ンサ ス 第 6巻経営部門別農家統計報告書第 3集畜産 ・

　養蚕』，   農林統計協会，東京，821−822
農林水産 省経済局統計情報部 （1991）『平成 2年産繭生 産

　費調査 報告』，  農林統計協会，東京，30−31

農林水産省経済局統計情報部 （1995）『1995年農業セ ン サ

　ス 第 6巻経営部門別農家統計報告書第 3集畜産
・
養蚕』，

　側）農林統計協会 ， 東京 ，
813−814

農林水産 省経 済 局 統計 情 報 部 （1997）『平成 7 年 産 繭 生 産

　費』，働 農林統計協会，東京，28−29
農林水産省経済局統計情報部 （1998）『平成 9年産米及 び

　麦類の 生 産費』，（購 農林統計協会，東京，14，358−364
農林省農林経済局統計調査部 （1958）『昭 和 32 年産繭生産

　費調査成績』，  農林統計協会，東京，103

農林省農林経済局統計調査部 （1961）丁昭和 35年産繭生産

　費調査成績』，勧 農林統計協会，東京，140
農林省農林経済局統計調査部 （1968）『昭和 41年産繭生 産

　費』，鰌 農林統計協会，東京 ， 88−89
農林省農林経済局 統計 調 査 部 （1972） 「昭 和 45 年 産 繭生 産

　費調査報告』，  農林統計協会，東京，50−53

農林省農林経済局統計調査部 （1977）『昭和 50年産繭生 産

　費調 査報告』，  農林統計協会，東京，30−31
暉 峻衆三 （1996）『日本農業 100年 の あゆ み 』， 有斐 閣，東

　京

嶌村 真 也，板橋春夫 （1982）伊勢崎地方 の 養蚕習俗 と養蚕

　具，群馬県立 歴史博物館紀要 ， 第 3号 ， 23−7S
吉 田 忠 （1987）『食糧 濃 業問 題 全 集   農 業 統 計 の 作

　成 と利用 』，  農 山漁村文化協会，東京，91

（809＞ 21

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


